
　心のふるさと館でハイハイレースを開催します。
レースに参加して楽しい思い出を作りませんか。

●対象者　ハイハイができる未歩行の赤ちゃん
●日時　９月12日㈮・13日㈯　各日午前10時半～11
時45分

●日時　９月26日㈮　午後７時～８時半
●会場　心のふるさと館１階　ジョーホール
●講師 奥山哲也さん（九州大学総合理工学研究院
教授）

●ファシリテーター　吉武　剛さん（九州大学総合理
工学研究院教授）

●定員 30人（申込多数の場合は抽選）
●申込方法　◇申込フォーム◇総合案内窓口（氏名・
住所・電話番号・メールアドレスを記入）

●申込期限　９月15日（祝・月）

　「サイエンスカフェ」とは、科学の面白さ、奥深さ、
生活との結びつきなどについて、どなたでも気軽に学
べる講座です。
　今回のテーマは「半導体」。スマホやテレビ、車や
冷蔵庫など、私たちの身の回りにはたくさんの半導体
が使われています。でも、半導体ってそもそも何？本
講座では、そんな疑問に答えながら、実際の製品を例
にとって楽しく分かりやすく話します。

心のふるさと館〔〒816-0934　曙町３-８-３〕
●休館日　月曜日（祝日の場合は翌平日） ●開館時間　午前９時～午後７時

申し込みと
問い合わせ先

心のふるさと館ミュージアム担当
☎（558)5000 　　（558)2207
cocofuru@city.onojo.fukuoka.jp

●会場　心のふるさと館１階　ジョーホール
●定員　各日75人（各日５人×15レース）
※申込多数の場合は抽選
●申込方法　◇申込フォーム◇総合案内窓口（赤ちゃ

んの氏名・生年月日・性別、保護者の氏名・住所・
電話番号・メールアドレス、参加希望日（どちらで
も良い場合はその旨）を記入）

●申込期間　８月23日㈯～９月２日㈫

九州大学筑紫地区地域連携推進チーム×大野城心のふるさと館　プレゼンツ
ここふるサイエンスカフェVol.15

半導体って何？　身近な製品で感じてみて！

ここふるハイハイレース
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あ
け
て
み
よ
う
！

は
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、

前
期
に
流
行
す

る
玦
状
耳
飾
が

牛
頸
川
河
床
で

採
集
さ
れ
て
い

ま
す
。
後
期
以

降
は
、
四
王
寺
山
麓
の
金
山
遺
跡
、
牛
頸
塚

原
遺
跡
な
ど
牛
頸
山
か
ら
の
び
る
丘
陵
上
の

遺
跡
で
竪
穴
住
居
跡
や
土
坑
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
市
内
の
縄
文
時
代
の
遺
跡
の
時
期
や
広
が

り
を
み
る
と
、
縄
文
時
代
早
期
頃
ま
で
は
、

市
域
北
東
部
や
南
部
の
山
麓
丘
陵
上
な
ど
後

期
旧
石
器
時
代
と
同
じ
よ
う
な
場
所
に
遺
跡

が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
石

勺
遺
跡
に
み
る
よ
う
に
、
後
期
旧
石
器
時
代

に
は
人
の
活
動
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
な

い
平
野
部
に
も
活
動
域
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
縄
文
時
代
後
期
以
降
は
土
坑
や
竪
穴
住

居
跡
な
ど
が
市
内
南
北
の
丘
陵
上
で
確
認
さ

れ
て
お
り
、
定
住
的
な
生
活
の
一
端
を
考
古

学
的
に
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

心
の
ふ
る
さ
と
館
文
化
財
担
当
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〈
旧
石
器
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代
の
大
野
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市
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大
野
城
市
内
の
人
の
生
活
・
活
動
の
痕
跡

は
旧
石
器
時
代
の
中
で
も
最
も
新
し
い
約
３

万
年
前
か
ら
１
万
２
千
年
前
ま
で
の
後
期
旧

石
器
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
市
内
の
後

期
旧
石
器
時
代
の
遺
物
は
、
善
一
田
遺
跡
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ど
乙
金
、
四
王
寺
山
麓
域
と
横
峰
遺
跡
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ど

市
南
部
・
牛
頸
山
か
ら
の
び
る
丘
陵
上
で
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
最
古
の
遺
物
は
約

２
万
年
前
に
遡
る
剥
片
尖
頭
器
で
、
出
口
遺

跡
や
横
峰
遺
跡
で
出
土
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
に
も
小
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器
や
細
石
刃
な

ど
が
市
内
の
遺
跡
で
確
認
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
後
期
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
の

場
所
や
石
器
の
種
類
な
ど
か
ら
、
丘
陵
部
を

中
心
と
し
た
狩
猟
活
動
を
主
に
行
っ
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
続
く
縄
文
時
代
は
、
縄
文
土
器
の
出
現
以

降
１
万
年
以
上
の
間
、
狩
猟
・
採
集
、
漁
労

活
動
を
中
心
に
食
料
を
確
保
し
て
い
ま
し

た
。
市
域
で
は
最
も
古
い
草
創
期
の
遺
跡
は

み
ら
れ
ず
、
続
く
早
期
の
押
型
文
土
器
や
石

鏃
な
ど
の
石
器
が
、
四
王
寺
山
麓
の
善
一
田

遺
跡
や
牛
頸
山
か
ら
の
び
る
丘
陵
上
の
本
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遺
跡
な
ど
で
出
土
し
て
い
る
ほ
か
、
市
中
央

部
の
石
勺
遺
跡
で
も
早
期
の
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器
が
出
土
し

て
い
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す
。
そ
の
後
、
前
期
と
中
期
の
遺
跡

本堂遺跡出土の縄文土器

さ
い
せ
き
じ
ん
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ん
せ
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と
う
き

け
つ
じ
ょ
う
み
み
か
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り

　
共
同
住
宅
の
管
理
会
社
や
オ
ー
ナ
ー
が

管
理
業
務
と
し
て
行
っ
た
除
草
作
業
に
よ

る
ご
み
は
、
業
務
に
伴
う
廃
棄
物
に
当
て

は
ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
家
庭
用
の
ご

み
袋
で
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、
排
出
で
き
ま
せ
ん
。
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可
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※
居
住
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カ
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リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
品
質
向
上
と
、
分

別
意
識
の
向
上
を
目
的
に
、
ラ
ベ
ル
を
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が
し
て
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よ
う
に
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◇
は
が
し
た
ラ
ベ
ル
↓
も
え
る
ご
み
へ

◇
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↓
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サ
イ
ク
ル
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願
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し
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す
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捨
て
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も

え
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ご
み
へ
）

●
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ュ
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◇
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◇
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●
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ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ラ
ベ
ル
を
は
が
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
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